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国
学
者
井
上
喜
文
の
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
書
入
れ
と
「
紫
式
部
日
記
抜
書
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」 

 

村
田 

駿 
 

   

は
じ
め
に 

  

井
上
喜
文
は
、
文
政
１
１
年(

１
８
２
８)
に
、
埼
玉
県
入
間
郡
石
井
村(

現
坂
戸

市)

に
生
ま
れ
た
国
学
者
で
あ
る
。
ま
た
「
仲
太
郎
」
「
蔭
麿
」「
亮
喜
」
の
名
で
、

和
歌
を
詠
む
歌
人
で
も
あ
り
、
入
間
県
第
五
区
一
小
戸
長
な
ど
に
も
任
命
さ
れ
地
方

政
治
に
も
か
か
わ
り
、
明
治
２
７
年(

１
８
９
４)

７
月
３
０
日
に
没
し
た
。 

そ
の
父
井
上
淑
蔭
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
多
く
の
著
述
を
な

し
た
国
学
者
・
歌
人
で
あ
る
。
明
治
に
は
、
新
政
府
か
ら
大
学
中
助
教
に
任
じ
ら
れ

て
東
京
で
も
活
躍
し
、
林
信
海
な
ど
の
近
隣
の
国
学
者
と
も
盛
ん
に
交
流
し
て
い
た
。

父
淑
蔭
の
業
績
は
、
現
在
で
も
先
行
研
究
や
展
示
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る(
１)

。 

し
か
し
、
息
子
喜
文
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。た
だ
、

喜
文
も
国
学
、
特
に
古
文
辞
学
や
考
証
学
者
と
し
て
多
く
の
著
作
を
成
し
て
お
り
、

当
時
の
国
学
や
井
上
家
文
書
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。 

喜
文
の
著
作
は
、『
仮
字
摘
解
』
『
雅
語
集
説
』
『
農
暇
随
筆
』『
錦
文
訳
語
』『
国

史
集
説
』
（
２
）

な
ど
が
あ
り
、
言
語
、
語
法
、
歴
史
関
係
の
物
が
多
い
。
ま
た
、『
徒

然
草
』
や
『
方
丈
記
』『
土
佐
日
記
』
な
ど
の
古
典
籍
の
注
釈
書
も
著
し
て
い
る
。 

埼
玉
県
立
文
書
館
に
は
、
井
上
家
文
書
２
４
８
３
点
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
淑
蔭

の
文
書
が
中
心
だ
が
、
喜
文
の
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
出
版
物
だ

け
で
は
な
く
備
忘
録
・
草
稿
・
既
存
の
出
版
物
に
注
記
を
附
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、

喜
文
の
考
え
や
学
問
を
考
え
る
た
め
に
も
貴
重
で
あ
る(

３)

。 

し
か
し
、
著
作
や
草
稿
以
外
の
資
料
は
、
淑
蔭
の
も
の
か
、
喜
文
の
も
の
か
は
っ

き
り
し
な
い
資
料
も
あ
る
。
資
料
内
部
の
引
用
文
献
の
年
代
や
出
来
事
な
ど
か
ら
類

推
し
て
い
く
ほ
か
な
い
。
子
で
あ
る
喜
文
の
資
料
に
は
「
父
淑
蔭
曰
」
な
ど
と
父
の

説
を
引
く
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
が
大
き
な
手
掛
か
り
と
な
る
。 

今
回
は
、
喜
文
の
手
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
『
紫
式
部
日
記
』
関
連
の
文
書
を
考

察
し
、
そ
の
関
係
性
を
解
明
し
、
喜
文
の
学
問
を
知
る
一
助
と
し
た
い
。 

 

１ 

井
上
家
文
書
の
『
紫
式
部
日
記
』
関
連
資
料
に
つ
い
て 

 
井
上
家
文
書
に
残
さ
れ
た
『
紫
式
部
日
記
』
関
連
資
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 
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【
資
料
１
】
井
上
家
文
書
に
残
さ
れ
た
『
紫
式
部
日
記
』
関
連
資
料 

井
上
家
文
書
９
１ 

 
 

井
上
家
文
書
２
０
２ 

[

紫
式
部
日
記
抜
書
き] 

 

※
「
抜
書
」 

 
 

井
上
家
文
書
２
８
６
２
・
２
８
６
３ 

 

『
紫
式
部
日
記
傍
註(

上
・
下)

』 

※
文
政
版
『
傍
註
』 

 
 

井
上
家
文
書
２
８
６
４
・
２
８
６
５ 

 
『
紫
式
部
日
記
傍
註(

上
・
下)

』 

※
無
刊
記
『
傍
註
』 

  

ま
ず
は
、
こ
の
４
つ
の
文
書
を
概
説
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
淑
蔭
に
関
連
す

る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
喜
文
に
関
連
す
る
も
の
か
を
確
認
し
た
い
。 

 

井
上
家
文
書
９
１
は
、
複
数
の
異
な
る
内
容
が
混
在
し
た
文
書
で
あ
る
。
前
半
は

「
時
鳥
」「
露
吹
結
ぶ
」「
聲
も
す
が
ら
」「
露
吹
き
む
す
ぶ
」「
聲
も
す
が
ら
」
の
項

目
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
部
分
が
５
丁
分
あ
り
、
「
ラ
ン 

ナ
リ
シ 

い
か
な
ら

む 

ド
ノ
ヤ
ウ
ニ
ア
ラ
ウ 

い
か
な
ら
じ 

ド
ノ
ヤ
ウ
ニ
ア
ツ
タ
」の
よ
う
に
単
語

を
あ
げ
て
、
口
語
訳
や
活
用
等
を
分
析
し
て
い
る
部
分
が
８
丁
分
あ
る
。
そ
の
後
、

何
ら
か
の
本
文
に
傍
註
を
付
し
た
も
の
が
裏
表
逆
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
１
丁
を
挟

み
、『
紫
式
部
日
記
』の
本
文
に
傍
註
を
附
し
て
い
る
後
半
部
分
が
４
７
丁
分
あ
る
。 

 

冒
頭
の
「
時
鳥
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
「
父
淑
蔭
曰
文
選
に
」
と
書
き
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
文
書
の
書
き
手
が
息
子
喜
文
だ
と
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
半
部

の
『
紫
式
部
日
記
』
の
本
文
と
傍
註
に
つ
い
て
も
喜
文
の
手
に
成
る
可
能
性
が
高
い
。 

 

井
上
家
文
書
２
０
２
は
、
目
録
で
は[

紫
式
部
日
記
抜
き
書
き]

と
表
題
を
つ
け
て

い
る(

以
下
「
抜
書
」
と
記
述
す
る)

。 

１
丁
目
の
頁
数
の
右
上
に
は
、「
文
学
全
書
ノ
ウ
チ
」
と
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。

『
紫
式
部
日
記
』
が
集
録
さ
れ
て
「
文
学
全
書
」
と
略
称
さ
れ
う
る
出
版
物
を
調
べ

る
と
、
野
口
竹
次
郎
編
『
日
本
文
学
全
書 

第
１
編 

竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

紫

式
部
日
記 

徒
然
草
』
博
文
館 

明
治
２
５
年(

１
８
９
２)

(

４) 
(

以
下
『
全
書
』)

と
い
う
資
料
に
行
き
当
た
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
や
項
目
上

の
番
号
と
『
全
書
』
の
ペ
ー
ジ
数
と
が
一
致
し
、
こ
の
書
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
『
全
書
』
の
出
版
年
か
ら
、
当
文
書
は
明
治
２
５
年(

１
８
９
２)

以
降
の
文

書
だ
と
わ
か
る
。
す
る
と
、
淑
蔭
の
没
年
が
明
治
１
９
年(

１
８
８
６)

で
あ
る
た
め
、

当
文
書
は
、
息
子
の
喜
文
の
も
の
と
わ
か
る
。 

 

井
上
家
文
書
２
８
６
２
以
降
の
４
冊
は
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』(

５)

と
い
う
『
紫
式

部
日
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
組
み
合
わ
せ
関
係
が
認
め
ら
れ
、
２
セ
ッ
ト
あ
る
。

本
稿
で
は
、
井
上
家
文
書
２
８
６
２
・
２
８
６
３
を
文
政
版
『
傍
註
』、
２
８
６
４
・

２
８
６
５
を
無
刊
記
『
傍
註
』
と
区
別
す
る
。『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
そ
の
も
の
を

指
す
場
合
は
『
傍
註
』
と
表
記
す
る
。 

文
政
版
『
傍
註
』
に
は
、
下
巻
の
奥
付
に
「
文
政
四
年
辛
巳
十
一
月
補
刻 

大
阪

心
斎
橋
通
北
久
太
良
町
北
ニ
入 

書
林 

河
内
屋
儀
助
」
と
あ
り
、
文
政
４
年(

１
８

２
１)

以
降
に
刷
ら
れ
て
い
る
。 

無
刊
記
版
は
、
上
巻
の
見
返
し
に
「
書
肆 

青
山
堂
蔵
」
と
あ
り
、
下
巻
奥
付
に

「
東
都
書
林 

京
橋
傳
馬
町
一
丁
目 

近
江
屋
吉
川
半
七 

小
石
川
傳
馬
院
前 

鴈
金
屋
青
山
清
吉 

本
郷
春
木
町
三
丁
目 

同
支
店
」
と
あ
る
。「
吉
川
半
七
」
は
、

「
吉
川
弘
文
館
」
の
創
業
者
で
あ
る
。
こ
の
吉
川
半
七
が
「
南
伝
馬
町
」
に
店
舗
を

開
く
の
が
明
治
３
年(

１
８
７
０)

で
あ
り
、
ま
た
「
弘
文
館
」
の
商
号
を
使
い
始
め

る
の
が
明
治
３
３
年(

１
９
０
０)

な
の
で
、
無
刊
記
版
の
出
版
・
販
売
は
明
治
３
年

(

１
８
７
０)
か
ら
明
治
３
３
年(

１
９
０
０)

の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る(

６)

。 

淑
蔭
は
文
政
３
年(

１
８
２
０)

江
戸
に
出
て
、
清
水
浜
臣
に
入
門
し
、
そ
の
翌
年

に
契
沖
の
『
百
人
一
首
余
材
』
を
読
み
国
学
を
志
し
て
い
る
。
同
年
に
、
文
政
版
が
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補
刻
さ
れ
て
い
る
た
め
、
す
ぐ
に
入
手
し
た
可
能
性
も
あ
り
え
る
。
淑
蔭
の
没
年
は
、

明
治
１
９
年(

１
８
８
６)

で
あ
る
た
め
無
刊
記
版
に
つ
い
て
も
明
治
の
初
め
に
出

た
と
す
れ
ば
淑
蔭
が
手
に
入
れ
る
事
も
可
能
だ
。
も
ち
ろ
ん
喜
文
は
そ
れ
を
譲
り
う

け
る
こ
と
や
、
そ
の
在
庫
を
後
年
求
め
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
版
の
出
版

時
期
も
、
井
上
淑
蔭
の
活
動
時
期
と
も
、
井
上
喜
文
の
活
動
時
期
と
も
重
な
る
た
め

ど
ち
ら
が
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
文
政
版
に
は
壺
井
義
知
が
付
し
た
傍
註
の
他
に
、
注
釈
や
引
用
や
関
連

場
面
を
示
し
た
書
入
れ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
４
丁
裏
に
「
書
入 

全
ト
記
セ
ル
ハ
文

学
全
書
本
ナ
リ 

明
治
廿
七
年
二
月
校
ス
」
と
明
治
２
７
年(

１
８
９
４)

に
「
文
学

全
書
」
な
る
本
と
対
校
し
た
旨
の
書
入
れ
が
あ
る
の
だ
。
こ
ち
ら
も
後
に
詳
述
す
る

が
、
そ
の
内
容
か
ら
前
述
の
『
全
書
』
と
考
え
ら
れ
る
。 

淑
蔭
の
没
年
は
、
明
治
１
９
年(

１
８
８
６)

で
あ
る
た
め
、
こ
の
『
全
書
』
と
の

対
校
を
行
っ
た
の
は
喜
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
代
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
喜
文
関
連
の
資
料
と
考
え
た
い
。 

こ
の
よ
う
に
資
料
を
概
観
し
た
時
、『
紫
式
部
日
記
』
関
連
の
文
書
は
、
喜
文
の

活
動
時
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
資
料
群

を
対
象
と
し
て
喜
文
の
活
動
の
一
面
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。 

 

特
に
、「
抜
書
」
と
、
文
政
版
『
傍
註
』
と
は
、『
全
書
』
の
書
入
れ
が
あ
り
、
喜

文
関
連
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
共
通
点
を
も
つ
、
二
つ
の
資

料
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

 

２ 

江
戸
期
か
ら
明
治
期
の
『
紫
式
部
日
記
』
研
究
と
井
上
家
の
動
向 

 

資
料
を
確
認
す
る
前
に
、
喜
文
が
活
動
し
た
時
期
に
は
『
紫
式
部
日
記
』
は
ど
の

よ
う
に
受
容
・
研
究
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。
井
上
家
に
遺
さ
れ
た
『
傍

註
』
出
版
前
後
の
事
情
を
確
認
す
る
。 

『
紫
式
部
日
記
』
は
、
平
安
時
代
に
紫
式
部
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
中
宮
彰
子
周

辺
の
日
記
と
消
息
文
ら
し
き
内
容
を
持
つ
記
述
か
ら
な
る
日
記
文
学
で
あ
る
。 

中
世
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
河
海
抄
』
な
ど
に
『
紫
式
部
日
記
』
の
記

述
が
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
が
『
紫
式
部
日
記
』
の
注
釈
書
は
残
っ
て
い
な
い
。 

近
世
も
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
は
盛
ん
で
、
特
に
五
代
将
軍
綱
吉
の
頃
に
は
、
元

禄
文
化
が
花
開
き
『
源
氏
物
語
』
研
究
が
隆
盛
し
た
。
了
真
『
首
書
源
氏
物
語
』
延

宝
元
年(

１
６
７
３)

や
、北
村
季
吟『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』延
宝
３
年(

１
６
７
５)

、

北
村
湖
春
『
源
氏
物
語
忍
草
』
元
禄
元
年(

１
６
９
４)

な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
流
行
に
よ
り
、当
然
そ
の
作
者
と
考
え
ら
れ
る
紫
式
部
そ
の
人
へ
の
関
心
も
高

ま
り
、
元
禄
１
６
年(

１
７
０
３)

に
国
学
者
安
藤
為
章
が
『
源
氏
物
語
』
の
評
論
的

注
釈
書
『
紫
家
七
論
』
を
出
版
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
『
紫
家
七
論
』
は
『
紫
式
部

日
記
』
を
参
照
し
、
作
家
の
事
情
を
読
み
込
み
、
解
釈
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
。 

『
紫
家
七
論
』
に
よ
っ
て
『
紫
式
部
日
記
』
そ
の
も
の
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
有
職
故
実
家
の
壺
井
義
知
が
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
享
保
１
４
年(

１
７
２
９)

を
著
し
た
。
こ
れ
が
『
紫
式
部
日
記
』
の
最
初
の
注
釈
書
と
い
わ
れ
て
い
る(

７)

。 

こ
れ
以
降
は
、
足
立
稲
直
『
紫
式
部
日
記
解
』
文
政
２
年(

１
８
１
９)

著(

未
刊

行) 

、
清
水
宣
昭
『
紫
式
部
日
記
釈
』
天
保
５
年(

１
８
３
４)

と
続
き
、
同
書
は
明

治
２
３
年(

１
８
９
０)

『
紫
式
部
日
記
註
釈
』
と
し
て
再
刊
、
与
謝
野
晶
子
『
新
訳

紫
式
部
日
記
』
大
正
５
年(

１
９
１
６)

、
関
根
正
直
『
紫
式
部
日
記
精
解
』
大
正
１

３
年(
１
９
２
４)

と
続
く(

８)

。 

こ
の
よ
う
に
『
紫
家
七
論
』
の
元
禄
１
６
年(

１
７
０
３)

以
降
、『
紫
式
部
日
記
』

が
新
し
い
研
究
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
後
定
期
的
に
『
紫
式
部
日
記
』
関
係
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の
注
釈
書
が
著
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
さ
な
か
の
文
政
３
年(

１
８
２
０)

に
淑
蔭
は
江
戸
に
出
て
国
学
を
学
ん
で

い
る
。
こ
の
時
手
に
入
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
場
合
、
古
典
研
究
の
新
し
い
波

に
触
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

た
だ
、
前
述
の
と
お
り
文
政
版
『
傍
註
』
に
は
、
淑
蔭
没
後
の
明
治
２
３
年(

１

８
９
０)

発
行
の
『
全
書
』
を
、
明
治
２
７
年(

１
８
９
４)

２
月
に
こ
れ
と
対
校
す

る
旨
の
書
入
れ
が
あ
る
た
め
、
主
に
喜
文
が
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

明
治
２
７
年(

１
８
９
４)
頃
の
『
紫
式
部
日
記
』
関
連
の
代
表
的
な
出
版
物
は
、

清
水
宣
昭
『
紫
式
部
日
記
註
釈
』
が
明
治
２
３
年(

１
８
９
０)

に
再
刊
し
て
か
ら
、

与
謝
野
晶
子
『
新
訳
紫
式
部
日
記
』
大
正
５
年(

１
９
１
６)

ま
で
少
し
間
が
空
く
。 

特
に
、
清
水
宣
昭
の
『
紫
式
部
日
記
釈
』
は
「
江
戸
期
に
衆
目
に
触
れ
た
初
の
本

格
的
な
注
釈
書
と
言
っ
て
良
い
」(

９)

と
評
さ
れ
、
再
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
で
あ
る
。

ま
た
、『
傍
註
』
も
享
保
１
４
年
刊
本
の
ほ
か
、
寛
政
年
間(
１
７
８
９―

１
８
０
０)

、

文
政
２
年
（
１
８
１
９
）、
４
年(

１
８
２
１)

、
嘉
永
７
年(
１
８
５
４)

補
刻
も
の

な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
前
述
の
と
お
り
無
刊
記
版
に
は
明
治
の
版
も
あ
る
の
で
、

こ
ち
ら
も
長
く
使
用
さ
れ
た
注
釈
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
喜
文
が
対
校
を
行
っ
て
い
た
明
治
２
７
年
は
有
力
な
注
釈
書
が
長
い
間

親
し
ま
れ
て
お
り
、
研
究
は
停
滞
し
、
新
し
い
注
釈
書
が
出
に
く
い
時
期
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

３ 

井
上
家
文
書
２
０
２[

紫
式
部
日
記
抜
き
書
き]

に
つ
い
て 

  

そ
れ
で
は
「
抜
書
」
を
確
認
す
る
。
目
録
で
は[

紫
式
部
日
記
抜
き
書
き]

と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
を
み
る
と
【
資
料
２
】
に
示
し
た
と
お
り
、
特
定
の
項
目

ご
と
の
箇
条
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
『
紫
式
部
日
記
』
の
一
部
を
そ
の
ま
ま

写
し
取
っ
た
も
の
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。 

 

一
丁
目
１
行
目
の
「
文
学
全
書
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
野
口
竹
次
郎
編
『
日
本

文
学
全
書 

第
１
編 

竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

紫
式
部
日
記 

徒
然
草
』
博
文
館 

明
治
２
５
年(

１
８
９
２) (

『
全
書
』)

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。【
資
料
３
】
の
『
全

書
』
１
ペ
ー
ジ
目
と
比
べ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

【
資
料
２
】「
抜
書
」
一
丁
目 

紫
式
部
日
記 

文
学
全
書
ノ
ウ
チ 

一 

土
御
門
殿
ハ
中
宮
彰
子
の
御
父
道
長
大
臣
の
家
な
り 

 
 

不
断
の
御
読
経
ハ
中
宮
の
御
妊
身
の
ほ
と
な
れ
バ
平
産
を
祈
ら
る
ゝ
為

な
り 

 
 

さ
り
け
な
く
ハ
然
有
気
な
く
に
て
悩
し
き
気
色
な
き
さ
ま
な
り 

二 

お
と
ろ
〳
〵
し
く
ハ
仰
山
な
ど
い
ふ
ほ
と
の
義
な
り 

 
 

對
と
ハ
寝
殿
、
即
正
殿
の
東
西
に
あ
る
屋
な
り 

 
 

ゆ
ゑ
〳
〵
し
き
ハ
し
さ
い
ら
し
き
な
り 

 
 

さ
い
さ 

一
本
に
御
禅
と
あ
り 

三 

殿
の
三
位
君
ハ
頼
通
な
り 

 
 

心
に
く
き
ハ
奥
床
し
き
こ
と
な
り 

 
 

お
ほ
か
る
み
へ
云
云
古
今
秋
を
み
な
へ
し
多
か
る
の
へ
に
君
か
を
は
あ

や
な
く
あ
た
の
名
を 

 
 

や
た
て
な
ん 

小
野
良
材 

四 

碁
の
ま
け
わ
ざ
と
は
碁
に
打
ま
け
た
る
人
よ
り
物
を
出
し
て
人
ニ
を
饗

応
す
る
こ
と
な
り 
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【
資
料
３
】『
全
書
』
１
ペ
ー
ジ 

頭
注 

土
御
門
殿
は
中
宮
彰
子
の
御
父
道
長
大
臣
の
家
な
り 

不
断
の
御
読
経
は
中
宮
の
御
妊
身
の
ほ
と
な
れ
ば
平
産
を
祈
ら
る
ゝ
為
な
り 

さ
り
げ
な
く
は
然
有
気
な
く
に
て
悩
し
き
気
色
な
き
さ
ま
な
り 

 

ま
ず
、【
資
料
２
】
の
「
一
」
に
は
「
土
御
門
殿
ハ
」
「
不
断
の
御
読
経
ハ
」「
さ

り
け
な
く
ハ
」
の
三
項
目
が
あ
る
。
こ
れ
は
、【
資
料
３
】
に
あ
げ
た
、『
全
書
』
１

ペ
ー
ジ
の
項
目
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
一
致
は
２
ペ
ー
ジ
以
降
も
同
様
で
あ
る
。 

項
目
の
記
述
内
容
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
表
記
面
で
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
冒
頭
の
「
土
御
門
殿
」

に
つ
い
て
の
項
目
で
は
、『
全
書
』
の
頭
注
が
「
土
御
門
殿
は
」
と
し
て
お
り
、「
抜

書
」
は
、「
土
御
門
殿
ハ
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
項
目
で
も
、「
不
断
の
御
読

経
ハ
」
と
、
項
目
の
書
き
出
し
の
助
詞
「
ハ
」
を
カ
タ
カ
ナ
書
き
に
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
本
来
頭
注
で
あ
っ
た
も
の
を
、
本
文
か
ら
切
り
離
し
て
書
き
抜
き
し
た

際
に
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
項
目
ご
と
の
区
切
り
を
表
記
上
で
解
消
し
よ
う
と
し

た
工
夫
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
若
干
の
表
記
の
ゆ
れ
は
あ
る
が
、
一
貫
し
て
内

容
と
し
て
は
『
全
書
』
の
頭
注
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
る
。 

な
お
、『
全
書
』
に
は
、
本
文
に
傍
記
で
フ
リ
ガ
ナ
や
、
難
読
語
を
示
す
と
思
わ

れ
る
傍
線
や
、
積
極
的
に
漢
字
を
当
て
て
意
味
を
確
定
さ
せ
る
工
夫
(10)

が
あ
る
が
、

そ
の
点
は
「
抜
書
」
で
は
、
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。 

つ
ま
り
、
頭
注
の
み
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
は
『
紫
式
部
日
記
』
の
「
抜
き
書
き
」
で
は
な
く
、『
全

書
』
の
「
頭
注
の
抜
き
書
き
」
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。 

 

４ 

井
上
家
文
書
文
政
版
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
の 

『(

日
本
文
学
全
書)

紫
式
部
日
記
』
書
入
れ
に
つ
い
て 

 

次
に
文
政
版
『
傍
註
』
の
書
入
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
全
書
』
と
の
、
対
校

は
全
文
で
は
な
く
、
喜
文
が
選
び
取
っ
た
箇
所
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
喜
文
の

問
題
意
識
や
興
味
関
心
、
注
釈
態
度
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

な
お
、
他
の
注
釈
書
や
本
文
も
対
校
し
て
お
り
、『
全
書
』
と
は
違
う
記
号
が
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
今
回
は
す
べ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
喜
文
は
書
入
れ
を
す
る
こ
と
で
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
。
そ
の
本
文
校
訂

の
良
し
悪
し
は
問
わ
な
い
。
今
回
は
『
全
書
』
と
の
関
係
を
探
り
つ
つ
、
そ
の
書
入

れ
の
傾
向
を
探
っ
て
い
き
た
い
。 

『
全
書
』
の
書
入
れ
は
「
全
」
と
い
う
記
号
で
記
さ
れ
て
い
る(

【
資
料
４
】)

。 

そ
の
書
入
れ
は
３
７
か
所
あ
る(

【
資
料
５
】)

。 

 

【
資
料
４
】
文
政
版
『
傍
註
』
本
文
冒
頭
・「
全
」
書
入
れ
１ 
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【
資
料
５
】
文
政
版
『
傍
註
』「
全
」
記
号
の
つ
く
書
入
れ
と
『
全
書
』
対
照
表 

 

 

大
き
く
分
類
し
て
、
『
全
書
』
の
情
報
を
併
記
す
る
だ
け
の
書
入
れ
と
、
白
塗
り

修
正
や
喜
文
自
身
の
書
入
れ
に
よ
っ
て
『
全
書
』
に
同
意
す
る
書
入
れ
、
対
し
て
『
全

書
』
に
否
定
的
な
書
入
れ
の
三
分
類
が
可
能
で
あ
る
。 

 

併
記
の
例
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

１
は
、『
傍
註
』
本
文
が
「
は
し
の
み
な
み
」
と
平
仮
名
書
き
の
部
分
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
橋 

全
」
と
『
全
書
』
本
文
で
は
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
書
入
れ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
さ
ら
に
喜
文
の
意
見
と
し
て
「
階 

歟
」

と
疑
問
の
形
を
と
り
つ
つ
も
『
全
書
』
を
否
定
し
て
い
る
。
文
政
版
『
傍
註
』
で
は
、

『
傍
註
』
の
本
文
自
体
を
白
色
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
、
改
訂
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
み

ら
れ
、
こ
の
改
訂
済
の
表
記
こ
そ
が
喜
文
の
意
見
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
１
の
ケ
ー
ス
は
『
全
書
』
の
意
見
も
併
記
し
つ
つ
、
本
文
ま
で
は
変
え
て
い
な
い

例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
単
に
併
記
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、「
階

歟
」
と
疑
問
ま
で
添
え
て
い
る
。 

 

本
文
を
決
め
か
ね
て
、
併
記
す
る
例
は
ほ
か
に
、
３
、
２
７
、
３
７
に
見
ら
れ
る
。 

 

次
に
、
同
意
の
例
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。 

 

２
は
、『
傍
註
』
本
文
が
「
と
の
ゝ
う
ち
。」
と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
、
井
上
喜
文

の
意
見
と
し
て
「
不
審
」
と
し
て
、『
全
書
』
に
は
「
五
字
ナ
シ 

全
」
と
、
本
文
の

不
在
を
書
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
と
」
の
上
に
朱
で
「
。」
が
打
っ
て
あ
り
、「
と

の
ゝ
う
ち
」
と
い
う
五
文
字
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
る
。 

 

こ
の
例
も
本
文
は
白
塗
り
修
正
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
確
に
「
不
審
」
と
書

入
れ
を
し
て
お
り
、『
全
書
』
の
「
五
字
ナ
シ
」
と
い
う
指
摘
に
同
意
し
よ
う
か
と

い
う
例
で
あ
る
。 

 

５
は
、『
傍
註
』
本
文
が
「
よ
う
な
さ
に
」
と
い
う
箇
所
に
対
し
て
「
全
同
」
と

『
全
書
』も
同
じ
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
注
記
し
て
い
る
。
た
だ
、こ
ち
ら
で
は「
扶
」

の
記
号
で
書
か
れ
た
別
書
に
は
「
よ
う
な
き
に
」
と
あ
る
と
注
記
し
て
い
る
。「
よ

う
な
き
に
」
に
白
塗
り
修
正
を
し
て
い
な
い
の
で
、『
全
書
』
に
同
意
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
別
の
案
が
あ
る
が
、『
全
書
』
に
同
意
す
る
例
で
あ
る
。 

 

９
は
、「
給
ふ
て
」
と
い
う
『
傍
註
』
本
文
を
「
給
う
て
」
と
白
塗
り
修
正
し
て

本文[丁数]

(『傍註』本文を変更) 書込 全書[頁数] 他書込　※備考

1 はしのみなみ[上巻 2丁表] 橋全　階歟 橋の南[2p]

2 たるにとのゝうち。殿ノ三位の君[2丁裏] 五字ナシ全 たるに、殿ノ三位の君[3p] 不審　※5字はとのゝうちをさす。

3 種房。[3丁裏] 経全 経房、[4p]

4 なまめかし[4丁表] ま全 なまめかし[5p] よノ誤カ　

5 ようなさに[4丁裏] 全同 ようなさに[5p] や益

6 たのみうらみ[6丁表] 々全　々全 頼みゝ恨みゝ、[7p] 々扶　々扶

7 ゆつらん[6丁表] 譲全 讓らん[7p] 非　く扶

8

加持まいる[6丁裏 ]

(加持まゐる)

り全 加持まゐり[7p] り扶

9

給ふて[6丁裏]

(給うて)

う全 給うて、[8p] ひ凡

10 おほられ[7丁表] ほ全 朧(おほゝ)れ[11p] ほ扶

11

みずほう[7丁表]

(みずほふ)

う全　非 御(み)修(ず)法(ほう)[11p]

12 橘の三位つる子[10丁表] ナシ全 橘の三位[12p]　 ※つる子の部分を囲う

13 うめつゝ[10丁裏] ゝ全 うめつゝ[13p] ぐ扶

14 あまれはわる[10丁裏] わ全 あまればわる[13p] い扶

15 さいし[10丁裏] 釵子全 釵子(さいし)[13p]

16 大納言ノ君源遍子[10丁裏] ナシ全 大納言の君、[13p] ※遍子の部分を囲う

17 いたき奉り[10丁裏] まつり全 いだきまつり[13p]

18 源少将雅通なと[11丁表] ナシ全 源少将など[13p] ※雅通を囲う

19

よむなるへし[11丁表]

(よむなるべし)

へしのしハきの誤なるへし全 べしのしはきの誤なるべし[14p] ※上余白に書き込み　全書も頭注

20 あふみのかみたかまさは[13丁表] ナシ全 近江守は[15p] ※たかまさを囲う

21 蔵人少将道雅を[17丁表] ナシ全 蔵人ノ少将を[20p] ※道雅を囲う

22 かいねり[21丁表] 皆練全 皆(かい)練(ねり)[26p]

23 たまへりたり[24丁裏] け全 給へりけり[29p]

24

はしめてそひ奉らせ給[25丁裏]

(はしめてそい奉らせ給)

ひ全 始めてそひ奉らせ給ふ[31p] い扶

25 殿ノうへ[26丁表] 殿のうへ全 殿のうへ[31p] 倫子　※ノに朱で線がいれてある

26 中のまによりて[26丁表] 間全 中の間によりて[31p] 戸カ上文

27 たちあかし[28丁表] 炬(たちあ)火(かし)全 炬(たちあ)火(かし)[33-34p] き扶

28 いとはぢて[29丁裏] しく全全 いとはしく[35p] しく扶

29 こゝち[30丁裏] 全同 子(こ)持(もち)[37p] も扶　児持之上東ノ丁也

30 やらて[31丁表] り全 やりて[37p] り扶

31 まして[31丁表] し全 まして[37p] い扶

32 雪ふかなん[31丁表] ら　扶全同 雪降らなん[38p] ら　扶全同

33 かたう(勘当)[32丁表] 勘当全 勘当[39p] 難ナルヘシ

34 なりけり[32丁表裏] る全 なりける[39p] る扶　　勺

35 心々にそ[33丁裏] 仝全 心々にぞ[41p] て扶

36 ほそとの(廊)[34丁表] 細殿全 細殿[41p]

37 かきかはしける[下巻 17丁裏] 此ノ誤トス全 かきかはしける[65p] ※全書頭注　かきかはしけるはけれの誤なるべし
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い
る
。
書
入
れ
は
「
ひ 

凡
」
と
「
う 

全
」
と
あ
り
、『
全
書
』
に
同
意
し
て
白
塗

り
修
正
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

７
は
、『
傍
註
』
本
文
に
「
ゆ
つ
ら
ん
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
の
「
つ
」

に
対
し
て
「
く 
扶
」
と
書
入
れ
が
あ
り
、「
扶
」
と
い
う
記
号
を
持
つ
書
入
れ
が
「
ゆ

く
ら
ん
」
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
横
に
は
喜
文
に
よ
り
「
非
」

と
書
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
「
譲 

全
」
と
『
全
書
』
の
「
譲
ら
ん
」

を
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、
本
文
に
漢
字
こ
そ
当
て
て
い
な
い
も
の
の

「
ゆ
つ
ら
ん
」
と
い
う
『
全
書
』
に
同
意
し
た
本
文
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
そ
の
度
合
い
に
幅
は
あ
る
も
の
の
、
２
、
５
、
７
、
９
、
１
０
、
１

３
、
１
４
、
３
１
、
３
３
、
３
５
が
同
意
の
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、
否
定
の
例
を
見
て
い
き
た
い
。 

８
は
『
傍
註
』
本
文
に
「
ま
い
る
」
の
「
い
」
に
つ
い
て
は
白
墨
で
消
し
て
「
ゐ
」

と
な
お
し
、「
る
」
の
左
右
に
「
り
扶
」「
り
全
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ
の
箇
所

は
『
全
書
』
も
「
扶
」
も
参
考
併
記
に
と
ど
め
採
用
し
て
い
な
い
。 

２
６
は
、『
傍
註
』
本
文
に
「
中
の
ま
に
よ
り
て
」
と
あ
り
、『
全
書
』
か
ら
の
書

入
れ
は
「
間 

全
」
と
あ
り
、『
傍
註
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
喜
文
は
こ
こ
に

「
戸
カ
上
文
」
と
書
入
れ
て
あ
る
。
こ
こ
は
、
白
塗
り
し
て
本
文
を
書
き
換
え
る
わ

け
で
は
な
い
が
、『
傍
註
』
に
も
『
全
書
』
に
も
否
定
的
な
書
入
れ
を
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
『
全
書
』
の
例
を
受
け
入
れ
な
い
否
定
の
例
は
、
３
、
４
、
８
、
１

１
、
１
７
、
１
９
、
２
３
、
２
４
、
２
５
、
２
６
、
２
８
、
２
９
、
３
０
、
３
２
、

３
４
、
３
６
が
あ
る
。 

 

他
に
例
外
と
し
て
、
１
２
、
１
６
、
１
８
、
２
０
、
２
１
、
は
特
殊
例
で
あ
る
。

人
名
の
注
記
と
し
て
『
傍
註
』
本
文
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
そ

の
箇
所
を
括
弧
で
示
し
て
「
ナ
シ
全
」
と
『
全
書
』
に
な
い
事
を
示
し
て
い
る
。
白

塗
り
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
小
書
き
の
例
で
あ
る
の
で
特
殊
例
と
し
て
分
け
る
。 

個
別
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
更
に
考
察
を
要
す
る
が
、
同
様
に
注
記
さ
れ
て
い
る

「
扶
」
や
「
凡
」
な
ど
の
資
料
が
判
明
し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
は
控
え
た
い
。 

こ
の
よ
う
に
、書
入
れ
を
受
け
入
れ
い
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

特
別
に
一
つ
の
注
釈
書
の
書
入
れ
を
優
先
す
る
よ
う
な
傾
向
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

他
に
は
、
下
巻
へ
の
注
記
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、『
紫
式
部
日
記
』
の
内
容
が
、
歴
史
記
事
的
な
内
容
か
ら
い
わ
ゆ
る
消
息

文
体
と
呼
ば
れ
る
内
容
に
変
化
し
て
い
る
影
響
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
喜
文

の
手
に
成
る
『
紫
式
部
日
記
』
の
注
釈
書
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
当
年
７
月
３
０

に
喜
文
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
途
中
の
ま
ま
に
な
っ
た
と
も
想
像
で
き
る
(11)

。 

 

ま
た
、
書
入
れ
さ
れ
る
語
句
の
特
徴
と
し
て
は
、
語
法
や
表
記
に
つ
い
て
の
記
述

が
多
い
。こ
の
傾
向
は
、契
沖
か
ら
始
ま
る
国
学
の
仮
名
遣
い
へ
の
関
心
に
も
沿
い
、

ま
た
喜
文
に
「
仮
字
摘
解
」「
雅
語
集
説
」「
錦
文
訳
語
」
な
ど
の
語
法
や
辞
書
的
な

著
作
が
多
い
事
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

判
明
し
た
書
入
れ
態
度
を
次
に
書
き
出
す
。 

 

・『
全
書
』
や
先
行
研
究
か
ら
取
捨
選
択
し
て
書
入
れ
を
行
っ
て
い
る 

・
他
の
注
釈
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る 

 

・
選
択
さ
れ
た
項
目
は
語
法
や
表
記
が
多
く
、
歴
史
や
有
職
故
実
は
少
な
い 

 

・
下
巻
へ
の
注
記
が
少
な
い 

 
・『
全
書
』
頭
注
か
ら
の
注
記
が
少
な
い 

 
こ
の
よ
う
な
書
入
れ
態
度
を
、
書
入
れ
が
行
わ
れ
た
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
考
異

冠
註 
土
佐
日
記
読
本
』
の
緒
言
と
見
比
べ
て
み
た
い
。 
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【
資
料
６
】『
考
異
冠
註 

土
佐
日
記
読
本
』
緒
言
(12) 

緒 

言 
此
日
記
の
文
諸
本
大
に
同
じ
く
し
て
、
少
し
く
異
な
る
所
既
に
先
達
の
諸
註
に

て
一
渉
り
解
し
難
き
遺
憾
も
な
き
が
如
く
な
れ
ど
、
猶
い
か
に
ぞ
や
覚
ゆ
る
と

こ
ろ
無
き
に
し
も
あ
ら
ぬ
を
考
へ
見
ん
、
と
て
こ
の
考
異
は
思
ひ
起
し
つ
る
な

り
。
さ
て
元
文
は
定
家
卿
奥
書
し
給
へ
る
を
刊
行
し
た
る
流
布
本
に
拠
り
、
か

た
は
ら
参
考
せ
る
書
目
は
抄
本

北
村
季

吟

著

、
附
註

人
見

卜
幽

、
考
証

岸
本
由

豆

流

、
校
註

加藤

、
礒足

創
見

香川

、

景樹

直
路
と
挙
た
る
は
船
の
直
路

橘
守

部

、
俚
言
解
は
添
註
俚
言
解

佐
々
木

弘

綱

、
参
考
は
参
考

標
註

鈴
木

弘
恭

、
拾
葉
は
扶
桑
拾
葉
本
、
類
従
は
群
書
類
従
本
、
妙
寿
院
本
は
抄
に
あ

け
た
る
校
を
と
る
、為
家
卿
本
は
考
証
に
引
た
る
を
其
他
な
を
あ
れ
ど
さ
の
み

は
と
ら
ず
。
異
同
取
捨
し
た
る
故
よ
し
は
其
所
々
余
り
こ
と
繁
く
な
ら
ん
を
思

ひ
て
大
方
は
省
き
て
至
要
の
所
の
み
を
頭
か
き
せ
り
。
ま
た
書
肆
の
乞
ふ
ま
ま

に
、
い
さ
さ
か
語
解
を
も
く
は
へ
つ
。 

 
 
 
 
 
 
 

著
者
し
る
す 

  

ま
ず
、
「
猶
い
か
に
ぞ
や
覚
ゆ
る
と
こ
ろ
無
き
に
し
も
あ
ら
ぬ
を
考
へ
見
ん
、
と

て
こ
の
考
異
は
思
ひ
起
し
つ
る
な
り
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
を
認
め
つ
つ

も
し
っ
か
り
と
異
議
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
執
筆
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
以
下
書
き
並
べ
ら
れ
る
先
行
注
釈
や
諸
本
を
「
か
た
は
ら
参
考
」
に
し
つ
つ

も
、
そ
の
内
容
は
、「
異
同
取
捨
し
」
て
お
り
、「
余
り
こ
と
繁
く
な
ら
ん
を
思
ひ
て

大
方
は
省
き
て
至
要
の
所
の
み
を
頭
か
き
せ
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

こ
の
傾
向
は
文
政
版
『
傍
註
』
で
、『
全
書
』
や
諸
註
を
見
て
書
入
れ
を
行
っ
た

こ
と
と
近
し
い
態
度
で
あ
り
、
喜
文
の
一
貫
し
た
注
釈
態
度
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

 

終
わ
り
に 

 

各
節
を
振
り
本
論
を
ま
と
め
る
。
１
で
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
井

上
家
文
書
に
あ
る
『
紫
式
部
日
記
』
関
連
文
書
が
喜
文
の
時
代
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
多
く
、
特
に
文
政
版
『
傍
註
』
と
「
抜
書
」
と
に
『
全
書
』
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、

喜
文
に
関
連
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。 

２
で
は
、
淑
蔭
、
喜
文
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
『
紫
式
部
日
記
』
の
研
究
動
向
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
喜
文
が
『
全
書
』
を
文
政
版
『
傍
註
』
に
書
入
れ
た
明

治
２
７
年
頃
は
、『
紫
式
部
日
記
』
の
研
究
に
は
新
し
い
解
釈
に
よ
る
注
釈
書
が
出

に
く
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。 

３
で
は
、「
抜
書
」
が
『
全
書
』
頭
注
の
抜
き
書
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

４
で
は
、
文
政
版
『
傍
註
』
の
『
全
書
』
書
入
れ
部
分
を
確
認
し
、
そ
の
傾
向
を

検
討
し
た
。
ま
た
『
考
異
冠
註 

土
佐
日
記
読
本
』
の
緒
言
と
対
照
し
、
喜
文
が
注

釈
に
対
し
て
一
貫
し
た
態
度
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

最
後
に
、
文
政
版
『
傍
註
』
と
「
抜
書
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。 

文
政
版
『
傍
註
』
は
、『
全
書
』
頭
注
の
書
入
れ
は
２
か
所
の
み
で
、
書
入
れ
の

ほ
と
ん
ど
は
『
全
書
』
本
文
か
ら
の
語
法
や
表
記
・
表
現
の
違
い
を
指
摘
す
る
書
入

れ
で
あ
っ
た
。
一
方
で
「
抜
書
」
は
『
全
書
』
頭
注
部
分
の
み
を
抜
き
書
き
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、『
全
書
』
の
頭
注
と
本
文
と
が
分
割
さ
れ
「
抜
書
」
と
文
政
版
『
傍

註
』
と
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
抜
書
」
と
文
政
版
『
傍
註
』
は
２
つ

で
１
つ
の
資
料
で
あ
り
。
す
る
と
「
抜
書
」
の
作
成
年
代
も
、
文
政
版
『
傍
註
』
が

校
訂
さ
れ
た
明
治
２
７
年(

１
８
９
４)

２
月
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
二
つ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
頃
、
喜
文
は
６
０
台
後
半
で
、
明
治

２
６
年(

１
８
９
３)
に
『
徒
然
草
捷
解
』
と
『
土
佐
日
記
読
本
』、
明
治
２
７
年(

１
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８
９
４)

に
は
『
方
丈
記
捷
解
』
と
、
古
典
籍
の
注
釈
書
を
次
々
と
出
版
し
て
お
り
、

研
究
者
と
し
て
仕
上
げ
の
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(13)

。
喜
文
作
の
『
紫
式
部

日
記
』
注
釈
書
は
存
在
を
確
認
で
き
な
い
が
、
文
政
版
『
傍
注
』
の
書
き
込
み
に
は

喜
文
の
最
晩
年
の
『
紫
式
部
日
記
』
に
対
す
る
検
討
が
残
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
資

料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

註 

(

１)

稲
村
坦
元
「
井
上
淑
蔭
と
林
信
海
」『
埼
玉
史
談 

１
１
巻
２
』
昭
和
３
９
年(

１
９
６
４) 

埼
玉
県
立
文
書
館
『
農
村
の
知
識
人
た
ち 

:
 

奥
貫
友
山
・
井
上
淑
蔭
・
林
信
海
』 

平
成
元
年(

１
９
８
９)

６
月 

若
松
良
一
「
古
墳
葬
制
の
変
革
と
横
渟
屯
倉
の
設
置
時
期―

当
館
寄
託
井
上
淑
蔭
資
料
の
石 

櫃
畧
図
を
契
機
と
し
て―

」(

「
埼
玉
県
立
文
書
館
紀
要 

第
３
１
号
」
平
成
３
０
年 

(

２
０
１
８)

)

な
ど 

(

２)

『
仮
字
摘
解
』
井
上
家
文
書
２
・
９
６
・
１
６
３
、『
雅
語
集
説
』
井
上
家
文
書
１
０
７
・

１
０
３
、『
農
暇
随
筆
』
井
上
家
文
書
２
５
０
、『
錦
文
訳
語
』
井
上
家
文
書
２
１
７
、『
国
史

集
説
』
井
上
家
文
書
１
０
８
。 

(

３)

井
上
家
文
書
、
井
上
淑
蔭
、
井
上
喜
文
に
つ
い
て
の
記
述
は
主
に
次
の
資
料
に
よ
る
。 

小
野
文
雄
ほ
か
『
埼
玉
人
物
小
事
典
』
埼
玉
人
物
小
事
典
刊
行
会 

 

昭
和
３
８
年(

１
９
６
３)

 

１
６
６
頁 

大
護
八
郎
「
井
上
淑
蔭
」『
埼
玉
県
人
物
志 

上
巻
』
埼
玉
県
文
化
会
館 

 

昭
和
３
８
年(

１
９
６
３) 

稲
村
坦
元
「
井
上
淑
蔭
と
林
信
海
」
『
埼
玉
史
談 

１
１
巻
２
』
昭
和
３
９
年(

１
９
６
４) 

渡
邊
刀
水
『(

埼
玉
図
書
館
叢
書
５
編)

再
版 

埼
玉
名
家
著
述
目
録
』 

埼
玉
県
立
埼
玉
図
書
館 

昭
和
４
６
年(

１
９
７
１)

 

８
頁
～ 

加
藤
三
吾
『
埼
玉
県
人
物
誌
』
歴
史
図
書 

昭
和
５
１
年(

１
９
７
６)

 

２
４
９
ｐ 

岩
城 

邦
男
「
３
０ 

井
上
淑
蔭
」『
坂
戸
市
歴
史
散
歩
』
坂
戸
市
教
育
委
員
会 

 

昭
和
５
３
年(

１
９
７
８) 

埼
玉
近
代
史
研
究
会
『
埼
玉
人
物
小
百
科
』
埼
玉
新
聞
社 

 

昭
和
５
８
年(

１
９
８
３)

 

１
７
１
頁
～ 

埼
玉
県
立
文
書
館
『
収
蔵
文
書
目
録
２
８
集 

明
星
院
・
奥
貫
家
・
井
上
家
文
書
目
録
』 

平
成
元
年(

１
９
８
９)

 

２
５
１
頁
～ 

『
埼
玉
人
物
事
典
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会 

平
成
１
０
年(

１
９
９
８)

 

１
０
８
頁 

埼
玉
県
立
文
書
館
『
農
村
の
知
識
人
た
ち 

:
 

奥
貫
友
山
・
井
上
淑
蔭
・
林
信
海
』 

平
成
元
年(

１
９
８
９)

６
月 

「
農
民
の
文
化
と
教
養 

第
一
節 

寺
子
屋
」『
坂
戸
市
史 

通
史
編
２
』
坂
戸
市 

 

平
成
３
年(

１
９
９
１)

 

１
２
９
頁 

朝
倉
治
彦
『
江
戸
文
人
辞
典 

国
学
者 

漢
学
者 

洋
学
者
』
東
京
堂
出
版 

 

平
成
８
年(

１
９
９
６) 

『
常
設
展 

埼
玉
の
人
物 

農
村
の
国
学
者
と
歌
人 

井
上
淑
蔭
と
林
信
海
』 

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館 

平
成
３
０
年(

２
０
１
８) 

 
 

ま
た
、
喜
文
の
没
年
月
日
は
、
井
上
家
文
書
３
０
１
「
臨
高
院
舜
徳
詠
翁
居
士
〔
悔
受
納

帳
〕」
の
表
紙
に
「
明
治
廿
七
年
」
と
あ
り
、
見
返
し
に
「
七
月
三
十
日 

命
日
」
と
あ
る
。 

(

４)

野
口
竹
次
郎
『
日
本
文
学
全
書 

第
１
編 

竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

紫
式
部
日
記 

徒
然
草
』 

博
文
館 

明
治
２
５
年(

１
８
９
２) 

(

５)

壷
井
義
知
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
享
保
１
４
年(

１
７
２
９) 

(

６)

皆
川
完
一
「
よ
し
か
わ
こ
う
ぶ
ん
か
ん 

吉
川
弘
文
館
」(

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会 

『
国
史
大
辞
典 

第
１
４
巻
』
吉
川
弘
文
館 

平
成
５
年(

１
９
９
３) 

３
９
０
頁)

 

吉
川
弘
文
館
Ｈ
Ｐ
「
沿
革
」(

令
和
６
年
４
月
１
９
日
閲
覧 

h
t
tp
s:
//
ww
w.
yo
sh
ik
aw
a
-
k.
co
.j
p
/c
om
pa
ny
/c
c2
46
.h
tm
l
 

） 

(

７)

増
淵
勝
一
『
紫
式
部
日
記
傍
註(

国
研
影
印
文
庫)

』
国
研
出
版 

平
成
４
年(

１
９
９
２) 

(

８)

吉
沢
義
則
『
未
刊
國
文
古
註
釋
大
系
第
十
三
巻
』
清
文
堂
出
版 

昭
和
１
３
年(

１
９
３
８) 

『
紫
式
部
日
記
古
註
釈
大
成(

日
本
文
学
古
註
釈
大
成)

』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

 

昭
和
５
４
年(

１
９
８
８) 

(

９)

福
家
俊
幸
「『
紫
式
部
日
記
解
』『
紫
式
部
日
記
釈
』
に
つ
い
て
の
一
考
察―

江
戸
期
の

『
紫
式
部
日
記
』
研
究―

」 

（『
紫
式
部
日
記
の
新
研
究 

表
現
の
世
界
を
考
え
る
』
新
典
社 

平
成
２
０
年(

２
０
０
８) 

(

10)

『
全
書
』
凡
例 

「
一 

凡
旧
本
の
誤
謬
は
、
つ
と
め
て
善
本
を
あ
つ
め
て
対
校
し
、
そ
の
善
き
も
の
に
従

へ
り
。
語
の
解
し
が
た
き
も
の
が
、
聊
頭
注
を
加
へ
て
こ
れ
を
説
明
し
、
名
詞
そ
の
他

は
、
つ
と
め
て
漢
字
を
以
て
し
、
傍
に
訓
を
さ
し
た
り
。
こ
れ
皆
読
み
易
か
ら
し
め
ん
が

た
め
な
り
。」 

(

11)

な
お
、
井
上
家
文
書
４
２
２
３
に
は
『
訂
正
増
補
枕
草
子
春
曙
抄
』(

青
山
堂
書
房 

明
治
４

１
年)

が
あ
り
、
そ
ち
ら
に
も
書
入
れ
が
あ
り
、
途
中
で
終
了
し
て
い
る
。 

(
12)
井
上
喜
文
『
考
異
冠
註 

土
佐
日
記
読
本
』
杉
本
七
百
丸 

明
治
２
６
年(

１
８
９
３)

１
丁 

 
 
 

※
引
用
に
あ
た
っ
て
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
「
、」「
。」
を
補
う
な
ど
し
た
箇
所
が
あ
る
。 

(

13)

井
上
喜
文
『
徒
然
草
捷
解
』
杉
本
書
店 

明
治
２
６
年(

１
８
９
３) 

井
上
喜
文
『
考
異
冠
註 

土
佐
日
記
読
本
』
杉
本
七
百
丸 

明
治
２
６
年(

１
８
９
３) 

井
上
喜
文
『
方
丈
記
捷
解
』
杉
本
七
百
丸 

明
治
２
７
年(

１
８
９
４) 

https://www.yoshikawa-k.co.jp/company/cc246.html

